
令和２年度 第２回学校評議員会議事録 

 

１  日 時  令和３年２月１５日（月）１３：３０～１５：００ 

 

２ 場 所  本校 中会議室 

 

３ 出席者  学校評議員  ４名 

  学校職員   校長、副校長、事務長、総務主任、教務主任、生徒指導部長、

進路指導部長、厚生部長、専攻科長 

 

４ 学校長あいさつ 

今年度を振り返ってみて、コロナ禍で各行事が中止または縮小を余儀なくされた苦し 

い状況の中で、３年生は見事に１００％進路実現を果たしてくれた。学校評価アンケート

でも前向きで肯定的な評価が多かった。また、これほど不登校の生徒が少ない学校に勤務

したのは初めてであり、本校で一生懸命に学習活動や部活動に取り組んでいる生徒たち

の姿を見ると校長として喜ばし限りである。本日は、ぜひ忌憚の無い御意見や御提言をお

寄せいただき、今後の学校運営に生かして参りますのでよろしくお願いしたい。 

 

５ 令和２年度 本校の教育活動について 

（１） 教務部 

① 確かな学力を保証するために、５段階評価の C 評価と D 評価を０％になるよう

に取り組んでいる。 

② 特別な支援が必要な生徒について、教育相談部や学年会と連携して中学校からの

情報交換シートを介して状況の把握に努めている。 

③ 中学生一日体験入学は、コロナ感染症対策のため、引率・保護者の参加は無しと

し、参加中学生は２学科の見学とした。 

（２） 生徒指導部 

① コロナ禍で多くの行事が中止となったが、スポーツ大会は９月に２日半の日程で

開催し、生徒も楽しんでくれた。 

② 校内に Wi-Fi が設置されたことで、次年度に向けて情報モラル教育を推進する必

要がある。 

③ 生徒会執行部は、１月にオンラインで盛岡工業高校生徒会との交流を行い、良い

刺激を受けた。「いじめ防止ポスター」を作成して校内に掲示した。 

（３） 進路指導部 

① コロナ禍で就職の統一選考日が１ヶ月延びたが、生徒は余裕を持って準備できた。 

② WEB カメラを４台準備してスムーズに対応できた。 



③ 一次内定者は９割であった。現２年生の就職希望は県内が増えている。 

（４） 厚生部 

① 保健室利用者は、１０月がピーク。合計利用者は昨年並みの１，０００件程度を

見込んでいる。 

② インフルエンザ罹患者は１名で、全国的にも流行が見られない。マスクの着用、

手指消毒の徹底が一因と考えられる。 

③ 今年度は、自転車通学時のケガが多かった。 

（５） 専攻科 

① ２年生１０名全員、県内企業への就職が決まった。うち１名は岩手県教育委員会

職員（高校実習教諭）に初めて採用された。 

② ２年生の終了研究発表会はコロナ感染対策のため、人数を限定して実施した。 

③ 来年の入学予定者は８名。 

（６） 総務部 

① コロナ禍により PTA 総会・体育後援会総会は中止とし、書面審議で代替した。 

② 研修・委員会事業の企業見学会・母親委員会研修会・研修旅行は予定どおり実施

でき、好評であった。 

③ PTA に関連する学校評価アンケート結果は、概ね昨年度より高評価であった。 

 

６ 意 見・要 望 

（１） 本校の「技術家庭」の授業では木工しか取り扱わなくなってしまった。黒工の PR

の手段として、中学校への「出前授業」ではぜひ金属加工をしてほしい。 

 

（２） 専攻科の修了研究発表会の内容はレベルが高く、卒業後の進路を含めて近隣の中

学校へ広く宣伝した方がよい。 

 

（３） 特別な支援を要する生徒については企業でも課題となっている。早い段階で情報

を企業にも提供してほしい。 

 

（４） 女子トイレ等を整備し、施設設備の充実を宣伝して女子生徒を増やすことで、全

体の志願者が増加すると思うので、環境整備をぜひ実現してほしい。 

 

（５） 動画配信は中学生にとって非常に興味があるので、WEB で実習の様子を配信し

てみてはどうか。また、その制作を生徒に行わせてみてはどうか。 

 

（６） 私立高校は中学校訪問を盛んに行っているので、黒工でも積極的に訪問をしてア

ピールしてみてはどうか。 



 

（７） 保護者から「体育用のジャージ」を北上市内の店でも買えるようにしてほしいと

の要望があったので検討してほしい。 

 

７ 感 想 

評議員Ａ：学校評価アンケートの PTA 関連は昨年度より評価が高かったので安心した。

女子トイレの増設は是非実現してほしい。 

 

評議員Ｂ：中高連携をさらに推進していきたい。黒工の立地条件を考えると花巻地区の中

学生に対して積極的に PR をして、志願者の増加につなげてほしい。 

 

評議員Ｃ：学校の課題を学校だけで抱えずに、ぜひ地域や企業や OB と連携して解決して

ほしい。いろいろな方が力を貸してくれるはずである。 

       

評議員Ｄ：子どもの数が減っているので、市内の高校で争奪戦になっている。志望者増加

の対応を真剣に考えていただきたい。 

 

８ 学校長より謝辞 

本日は、力強い応援をいただき感謝するとともに大変心強く感じた。北上川流域もの 

づくりネットワークをはじめ多くの組織や人々から注目され期待されていることも実感

できた。本日いただいた御意見や提言を今後の学校運営に生かし、素晴らしい生徒が揃っ

ている本校をますます良い学校にしていきたい。今後も本校の発展のために御尽力を賜

りたい。 

 

 

 

 


